
新社長ご紹介

1. 練馬区の概要
　練馬区は、昭和22年8月1日に板橋区から分離独立し、23番目の特別区として誕生しました。「ねりま」

という地名の由来には、関東ローム層の赤土をねったところを「ねり場」とした、また、石神井川流域

の低地の奥まったところに沼＝「根沼」が多かった事、奈良時代、武蔵国に「乗潴（のりぬま）」という

宿駅があった、そして、中世、豊島氏の家臣に馬術の名人がおり、馬を馴らすことを「ねる」といった

など諸説があり、定説はありません。

　練馬区は、東京都 23 区の北西部に位置し、北東から南にかけては板橋区、豊島区、中野区、杉並区

に接し、 西から南西にかけては西東京市、武蔵野市との境をもち、北は埼玉県の新座市、朝霞市、和光

市に接しています。面積は 48.08 ㎢で東西約 10km、南北約 4～ 7km のほぼ長方形であり、23 区の

中では大田区、世田谷区、足立区、江戸川区に次いで 5番目の広さです。

　人口・世帯数は、住民基本台帳によると令和元年 10 月 1 日現在 738,432 人、377,234 世帯で、現

在も緩やかな増加傾向で、23区別に見ると、人口は世田谷区の約 916,000 人に次いで 2番目となって

います。

　また、練馬区の高齢化率は令和元年 10 月１日現在 22.2％で、東京都の高齢化率 23.3％（9 月 15

日現在）

より僅かに下回っています。

2. 練馬区薬剤師会について
　練馬区薬剤師会は、昭和 63 年に社団法人として設立し、平成

24 年に一般社団法人として認可された薬剤師の職能団体で、令和

元年 11 月 1 日現在、会員薬局数 209 件、会員数 290 名が所属し

ています。

　本会は、日本薬剤師会並びに東京都内に所在する地域及び職域の

薬剤師会との連携のもと、薬剤師としての倫理及び薬学の向上と共

　昨年10月4日に社長に就任いたしました岩井です。

　就任に当たって当社の歴史を振り返ると、造影剤ジェネリック、女性医療用新薬やバイオシミラーなど

先代今井精一会長の時代から一貫して大きなチャレンジに取り組み、それを達成し社会への貢献の幅を

広げる中で、人と会社が共に成長してきたのだなと改めて思いました。私も引き続き富士製薬工業の経営

理念である「人を大切にする経営」そして「貢献と成長」を一貫して実践することを大切にしていきたいと

考えております。

　日本ジェネリック製薬協会では昨年9月に次世代産業ビジョンを公開されたところですが、折しも当社

も2030年のありたい姿として次のビジョンを掲げ、将来に向けた取り組みを進めております。ちなみに

“well-being”とは病気ではないとか、弱っていないということではなく、肉体的にも、精神的にも、そして

社会的にも、「すべてが満たされた状態にあること」をいいます。

・世界の女性のwell-beingの向上に貢献している

・薬の富山からGlobal Marketに進出している

・世界一幸せな会社と社会貢献が一体化している

　このビジョン実現に向けて、当社の得意な分野でより一層製品ポートフォリオを拡大していきたいと

考えています。その土台となる安定供給体制の構築や患者様がジェネリック医薬品によりアクセスしや

すくなるための制度・政策など共通の課題解決のためには業界の皆様と共に活動していくことが必要で

あり、今後も日本ジェネリック製薬協会並びに会員会社の皆様より今まで以上のご指導ご協力を頂けま

すようお願い申し上げます。

社長就任ご挨拶
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